
龍ケ崎市市民活動センターだより  VOL.１１１ 

発行枚数 650枚 メール配信 100団体 

発行人 指定管理者NPO法人茨城県南生活者ネット 龍ケ崎市市民活動センター長 田沼信之 

 
市民活動状況 

 

市内ＮＰＯ法人数    ３１ 団体 

当センター登録団体数 １３４ 団体 

当センター登録会員数 ６，６７０人 

 ９月月来館者数     ２，１６２人 

９月印刷機利用枚数 ２０，０９８枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

今月のトップニュース センター長の 「目指せ！市民活動日本一」 その７０ 

いつまでもあると思うな 無償ボランテイアと市民活動 
龍ケ崎の市民活動はこの数年で概ね２．５倍に急成長した。一方、活動者年代層は年々高齢化

し今や７０歳年代が主流となってきてしまった。数年前に叫ばれた、後継者の育成という言葉も

最近はあまり聞かない。会社経営とは異なり市民活動はそもそも一代事業なのかもしれない。

背景に年金支給開始年齢の高齢化があり、これから先は７０歳ぐらいまでは働かないと生活で

きなくなると思う。その意味で龍ケ崎はコミュニティ施設の利用料・駐車料無料という市民活動を営む上で恵ま

れた活動の居場所がある。我が龍ケ崎市民活動センターも活動環境は日本一を誇れる。 

一方、生産人口減に伴う税収減の課題を迎えた今日、これからの行政の合理化と生産性の向上策は不可欠な

課題になってきたと考えるべきである。職員は生活費で働くが、まちづくり市民団体は小遣いで働く。しかも数々

の成功、失敗の経験者も多い。省予算策である。 

これからは行政の生産体制を見直し、比較的小規模事業で現場活動など民間委託が可能な分野は、できるだ

け有償ボランティアに事業委託する考えはいかがだろうか。高齢者介護や障害者支援等へのさらに踏み込ん

だ活動補助の強化も最優先と思う。自分たちが迎える明日だから・・民間の発想によるまちづくり活動も重要で

ある。市民活動は市民に任せるのである。 

加速する税収減でのやりくりはこれまでのやり方では追いつけないと思うし、様々な地方の特性を高層マンショ

ンに住み、海外旅行を楽しむ霞が関の役人に考えろと注文をつけても無理と考えるべきである。つまり龍ケ崎

のことは龍ケ崎で考えるのである。 

だから現行の制度「提案型協働事業」をより活性化し、市民も行政も専門的かつ

テンポラリー的な事業は人件費の低いシニア市民に事業委託するのである。これ

により行政関与市民をさらに増加し、市民全体で市政を賄うのである。 

職員は事業企画力を一層強化するための調査・研究分野でさらに精励し、公共事

業の生産体制を再構築すべきと思う。改革が肝要であり、まちづくり市民団体も市

政に資する計画・遂行力をさらに強化することで公益事業が拡大し、まちがさらに

元気になることを期待したい。有償ボランティアも含めた「新しい公共づくり」がさら

に重要になる時代が到来すると予言する。 

 大学生への参加要請 

２０１８年１１月号 

流通経済大学 法学部(地方自治) のゼミで「市民活動センターの活動紹介と

大学生へ参加要請」の機会をいただいた。卒業後の希望は？ を聞いたら大

半が市役所。残りは消防署と警察。さすが地方自治ゼミ。早速、学生さんから

参加の申し出があり、市民活動センタースタッフも元気百倍。若者に繋ぐこと

ができるかも・・・・・ 

機会があれば夜の市民活動「達人会／呑んべいの自慢会」にでも招待し、半

世紀前の先輩達の思い出話でも授けてあげたい気分となりました。市民活動

センターと大学生とのつながりのスタートこれからだね・・・ 



市民活動センター ライブ放送のご案内 

市民活動応援市盛況でした 
 

龍
ケ
崎
短
歌
会 

  
  

 
 

我孫子市の市民活動イベント 
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千葉県我孫子市で、市民活動／都市型のイベ

ント「市民のチカラまつり」が開催されました。   

「あびこ市民活動ステーション」は我孫子駅前に

県と市が複合用途で利用する１２階建てのビル

「けやきプラザ」の１１階にオフィスを構え、窓下

に映える手賀沼が印象的だった。 

イベントは１，２，７，８，９，１１，１２階を利用し、

ビル内体育館も利用してのギャラリーは圧巻

だった。 

来年１月３０日、有志とともに我孫子を含む近隣

の市民活動センターへ視察に行く予定。 

人口が龍ケ崎の１．５倍、資金力抜群の都市型

のセンター「あびこ市民活動ステーション」などを

調査研究し、身の丈に合った「市民活動日本

一」を模索したい。 

１０月２０日（土） イベント日和にめぐまれ、日頃から市民活動センターをご利用いただいている多くの皆さんに参

加していただきました。 

今回は流通経済大學から４人の学生さんのお手伝をいただき、力のいる設営や、イベントがつづきヘトヘトだった

福祉団体出店の代替店長のお手伝いをしていただきました。 

お忙しい中、市長もご挨拶に駆けつけてくださいました。市役所コミュニティー推進課の皆さんも店長を務めてくれ

ました。敷地内の駐車場はほぼ満車。参加者は推定１８８人。過去最高となりました。 

みなさん１日本当にお疲れさまでした。ありがとうございました。 

お手伝いいただいた学生さんはそろって礼儀正しい。次代を担う若者に、活躍のチャンスをどのようにして創造す

るか？がこれからの我々の責務なのかなぁ～と思いました。 

今回は、健康セミナー受講者 鈴木正人氏の「感

謝の気持ちをもって」 

転勤生活後、藤が丘にマイホームを構え、市民農

園で家庭菜園を営む中、ふとしたキッカケで活動セ

ンターの健康セミナーに出会い、食生活の改善で

健康を維持する佐藤先生に共感し、自ら考案数々

の健康食品を三度の食事に頂くように。 

元気一杯の７８歳。さらに勉強。 

「人生は泡、くるわなければ損」との信念で日夜新

たな健康食品の開発に余念がないとのこと。 

放送ではこれらをいただきました。さらに人生はす

べてに感謝のこころ・・・ストレスこそが健康を損ね

る源とか・・。 


